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科学基礎論学会とは？

• 英語名称
– Japan Association for Philosophy of Science

• 概要
– 科学の基礎および哲学に関する学会．
http://phsc.jp

– 1954年 (昭和29年) に湯川秀樹 (物理学)，末綱恕一
(数学)，高木貞二 (心理学)，下村寅太郎 (哲学) ら
によって創立．

– 哲学，物理学，生物学，数学，心理学，社会科学，
工学などの専門家が参加．会員数は約500名．

• 主な活動
– 総会と講演会（6月），秋の研究例会（11月）の開催．

– 学会誌（和文誌：年2冊，欧文誌：年1冊）の刊行．



科学基礎論学会とは？

• 関連する学会

– 国際科学者会議 （ICSU）, the International 
Union of History and Philosophy of Science,

the Division of Logic, Methodology and 
Philosophy of Science

– 日本哲学会，日本物理学会，日本数学会など．

– 科学哲学会，応用哲学会

• 学会誌

– 科学基礎論研究：1954年より刊行．J-STAGE で公開．
年2冊．

– Annals of the Japan Association for Philosophy 
of Science：1956年より刊行．CiNiiで公開．年1冊．



科学基礎論学会とは？



欧文誌刊行の問題点

• 投稿が少ない

– 日本人は英語で哲学の論文を書かない．

– 欧米人は日本の雑誌に論文を投稿しない．

– 科学者や数学者は哲学的な議論を嫌う．

• 読者が少ない

– 主要な論文は欧米の有名な雑誌に掲載されている．

– 日本人には英語より日本語の論文の方が読みやすい．
英語の論文は日本人には読んでもらえない．

• お金がかかる



欧文誌刊行の意義

• 言葉の壁を破る

– 哲学の論文には高い語学力が要求される．

– 非欧米圏の研究者が，研究内容を英語で公表できる
場が必要．

• 対話の促進

– 日本語で論文を書く限り，対話は不成立．

– 対話が成立することで，研究そのものが変化．

– 科学者と哲学者の対話が必要．

• 主体的な主題の設定

– 国や地域によって問題は異なる．

– 我が国に固有の問題や価値観のもとで主題を設定し
うる国際的な雑誌が必要．



改善策

• 「特集」の充実

– 海外の研究者を招聘してシンポジウムを開催．

– シンポジウムを中心に特集を企画．

例：Annals of the ... Vol.20 (2012)

特集「Infinity in Philosophy and Mathematics」

– 2010年に開催した同名のシンポジウムが基礎

– 海外研究者から２本，国内研究者から２本

• 日本における研究の紹介

– 日本における研究活動，日本語の出版物の紹介．

– 日本語で書かれた重要な文献の英訳の掲載．翻訳が著
者と訳者の対話を促すことも期待．



改善策

• 関連する学会との連携

– 日本科学哲学会，応用哲学会との連携（シンポジウ
ムの企画運営，翻訳論文および翻訳者の選定など）

– 関連する科学・数学・心理学・社会科学などの学会
との連携（シンポジウムの共催等による科学者と哲
学者の対話の促進）

– 韓国，中国や欧米の学会との連携

• 財政的裏付けの確立

– シンポジウム開催の経費（旅費，滞在費）

– 翻訳料，原稿執筆料



まとめ

• 哲学系の欧文誌を発刊することの意義

– 言葉の壁を破る

– 対話の促進

– 主体的な主題の設定

• 意義を実現するための改善策

– シンポジウム開催などに基づく「特集」の充実

– 日本における研究活動の紹介

• 実現方法

– 関連する学会との連携

– 財政的裏付けの確立
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